
はい
どちらとも
いえない いいえ

わからな
い ご意見を踏まえた対応

1 21 6 1 1
安全面に配慮し、利用人数の調
整に努めてまいります。

2 20 6 1 2

求人募集を行い、人員確保に努
めて参ります。全職員の専門性を
高めるための勉強会の実施や研
修会への参加を積極的に行って
参ります。

3 20 7 1 1
職員全員で見直しをおこない、今
後設備改善に努めて参ります。

4 22 7 0 0

職員全員が協力してさらなる清潔
な環境づくりに努めて参ります。
活動前・活動後で必ず掃除・点検
を行っていきます。物品管理を再
度見直し、整理整頓していきま
す。

5 22 4 0 3

児童発達管理責任者が、利用児
の様子や保護者のニーズを踏ま
えて個別支援計画を計画し、保護
者様に同意を得て療育を進めて
います。

6 21 4 0 4
児童発達支援管理責任者がガイ
ドラインにそった支援計画を作成
しています。

7 25 2 0 2

専門職が行う発達検査や知能検
査を必要に応じて適宜行っており
ます。
保育所等訪問支援を実施し、集
団生活の様子を考慮して目標や
課題の修正も行っています。

8 21 7 0 1

活動予定を月単位で計画し、その
際に偏りが無いか、固定化してい
ないかを検討しています。今後も
努力してまいります。

9 13 8 1 7

保育所等訪問支援を実施してい
ます。
担当者会議は、可能な限り利用
児が通っている幼稚園・保育園で
実施してもらえるように努めていま
す。

10 26 2 0 1
契約時に読み合わせを行い、同
意書をいただいております。
玄関にも掲示しております。

11 24 3 0 2
児童発達支援管理責任者が個別
支援計画書を作成しております。

12 19 5 0 5

保護者向け研修会を定期的に実
施してまいります。その際、必ずア
ンケートを実施し、保護者が今後
聞きたいと感じている内容を取り
入れていきます。

チェック項目 ご意見

環
境
・
体
制
整
備

子どもの活動のスペースが十分に確保さ
れているか

・確保されていると思います。
・室内は狭いが、公園あそびや散
歩が入っているので良い

職員の配置数や専門性は適切であるか

・言語・発達の個別の先生が１名
しかいないと予約が取れない。・十
分すぎるくらい先生方がいらして
安心して任せられる。・専門性が
高い先生とそうでない先生の差が
ある。・言語の先生を増やしてほし
い。

生活空間は、本人にわかりやすく構造化
された環境になっているか。また、障害の
特性に応じ、事業所の設備は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切にさ
れているか

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっているか。また、子どもたちの活
動に合わせた空間となっているか。

・髪の毛等が落ちていることがあ
るので、もう少し掃除機をかけてい
ただけるとありがたい。・掃除がで
きていないときがある。・言語の訓
練時、おもちゃが気になって集中
できないときがあった。
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児童発達支援評価表 【 保護者 】(集計結果)

適
切
な
支
援
の
提
供

子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析されたうえで、児童発達支援計画
が作成されているか。

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべき
支援」の「発達支援(本人支援及び移行支
援)」「家族支援」「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適
切に選択され、その上で、具体的に支援
内容が設定されているか

児童発達支援計画に沿った支援が行わ
れているか

・いろいろなことをされていると思
います。

活動のプログラムが固定化しないよう工
夫されているか

・季節ごとのイベントが良いです！
毎月、楽しみ！

保育所や認定こども園、幼稚園等と交流
や、障がいのない子どもと活動する機会
があるか

運営規定、利用者負担などについて丁寧
な説明がなされたか

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援
内容とこれに基づき作成された「児童発達
支援計画」を示しながら支援内容の説明
がなされたか

保護者に対して家族支援プログラム(ペア
レントトレーニング等)が行われているか
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13 27 1 0 1

療育終了時に、毎回保護者との
振り返りを行っています。その際、
幼稚園や保育園での様子を確認
したり、質問にお答えできるように
努めております。

14 23 5 0 1

相談内容に応じて、専門職への
相談や、医療機関のご利用などを
提案しております。今後お一人お
一人に丁寧にアプローチできるよ
う努めて参ります。

15 18 9 0 2

年に２回の茶話会を実施しており
ます。
事業所内に待合室を設け、過ごし
やすい雰囲気を心がけておりま
す。お父様向けのおやじの会を設
けておりますが、運営方法など
は、今後も検討が必要と考えてお
ります。

16 24 4 0 1
意見箱を設置いたします。
誰もが相談しやすい体制をさらに
整えて周知してまいります。

17 26 2 0 1
視覚支援や、代償手段（コミュニ
ケーションツール）を使用し意思疎
通を図っています。

18 25 3 0 1

月一回のおたよりの発行を行って
います。
ホームページに活動の様子を写
真などで発信しています。
自己評価の結果についてはホー
ムページ掲載の準備中です。

19 26 1 0 0

情報漏洩防止の一環として、パソ
コンの持ち出し禁止を義務ずけて
います。
書類関係を破棄する際はシュレッ
ダーの使用を義務ずけています

20 21 4 0 4

救急救命講習を職員全員が受講
し、市民救命士を取得しました。
警察の方をお呼びして、職員向け
防犯研修を実施しました。

21 23 2 0 4

年に１回、消防署の立ち合いの
元、避難訓練を実施しています。
また、それ以外に年に１回の自主
訓練を実施しています。

22 27 1 1 0
楽しく利用していただけるように今
後も療育内容の工夫に努めてま
いります。

23 26 2 1 0

保護者様のご意見・ご要望を再度
確認し、必要な配慮を考えていき
ます。今後も支援の質の向上に努
めて参ります。

保
護
者
へ
の
説
明
な
ど

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題に
ついて共通理解できているか

定期的に、保護者に対して面談や、育児
に関する助言等の支援が行われているか

・話を真剣に聞いてくれるが、こち
らからのアプローチの方が多い。

父母の会の活動の支援や、保護者会等
の開催等により保護者同士の連携が支援
されているか

子どもや保護者からの相談や申し入れに
ついて、対応の体制が整備されいるととも
に、子どもや保護者に周知・説明され、相
談や申し入れをした際に迅速かつ適切に
対応されているか

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果を子どもや
保護者に対して発信されているか

個人情報の取扱いに十分注意されている
か

SNSのモザイクなど、いつも完璧。

非
常
時
等
の
対
応

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、保護者
に周知・説明されているか。また、発生を
想定した訓練が行われているか

非常災害の発生に備え、定期的に避難訓
練、救出、その他必要な訓練が行われて
いるか

・療育プログラムに組み込まれて
いるのが良い。

満
足
度

子どもは通所を楽しみにしているか

事業所の支援に満足しているか
活動や、個別の曜日や時間がとり
やすくしてほしい。

2ページ


